
 

 

 

 

 

 

学んだことを発信しました！ 

５月に実施された修学旅行では、5 月中旬としては暑い３日間になっ

たものの、大きなトラブルもなく全行程を終了することができました。

生徒一人一人が自分の体調や水分補給を心掛け、ｼﾞﾌﾞﾝﾉ体調に注意しな

がら過ごすことができたからこそだと思っています。 

 本当に良い表情で過ごしていました。思い出に残る３日間でしたが、

楽しいだけではなく、京都の伝統や文化、世界の SDGｓの取り組みなど

学ぶことも多くありました。さらに、修学旅行記の発表会を行うことで、お互いの学びを共有し、理解をさら

に深めました。 

～修学旅行記（抜粋）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～総合的な学習～修学旅行記発表会 

 

 

 

 

３年 

 学年だより 

 第３号 Shining!! 
令和７年６月６日（金） 

かほく市立河北台中学校 

校長 竹内  幸明 

学年主任 廣谷 玲江 

修学旅行で学んだ SDGｓは障碍者や外国人のための工夫がさ

れていたり、リサイクルに取り組んでいたりするところが多かっ

たです。そこで自分ができることを考えました。すると、物を買う

ときに必要かどうかをしっかり考えたり、生活面では地域の文化

や伝統にもっと目を向けたりしていきたいと思いました。また、

大切なのはこれからの世界を想像することだと思ったので、皆さ

んも理想を現実にするために SDGｓ界隈に参加しませんか。 

京都では、八つ橋のお店が、皮が破れたり餡がつぶれたり

したものなど、商品として売ることのできないものを試食用

にして、食品ロスを減らすなどの SDGｓの取り組みに気づ

くことができました。万博ではスイスパビリオンのテクノロ

ジーや EUパビリオンの地球温暖化に対する取り組みな

ど、それぞれの特色や魅力を学ぶことができました。 

万博のブルーオーシャンパビリオンのテーマは「海の蘇

生」で、水の循環を表す装置や巨大球体スクリーンで海

洋問題についての動画を見ました。そこで、人間も水や食

物を通して多くのプラスチックを摂取しているということを

知り、海洋プラスチックの問題は深刻だということを学び

ました。だから、今後はリサイクルをたくさんしようと思い

ました。 

京都ではすき家やスタバ、交番など歴史的な風景に隠れて

いる建物を見つけることができました。また、今までの神社

に対する考え方が変わりました。大阪万博ではいろいろな

国の最先端の技術を見ていろいろな未来を想像できまし

た。いつかかなう可能性を感じてワクワクしました。 

いいだ 

 

万博のドイツパビリオンでは、「循環経済」というテーマの

もとに、菌糸の壁という素材が紹介されていて、これは再

利用できることや、２０３５年までに、クリーンエネルギー

使用１００％を目指していることが分かりました。あと５～

６年で SDGｓの目標にあったような世界が実現されると

いうことを実感しました。これから、この未来が絶対来る

ように、自分も SDGｓに取り組んでいきたいです。 

（実行委員として）修学旅行を通して、時間を見て余裕を

もった行動をすることや協調性を持つこと、相手を尊重す

ることが大切だと思いました。スローガンの「活発笑陽糸」

については、ほとんどの人がいい思い出をつくれたという

ことで、笑顔で活発に活動できたと思います。学年全体を

糸のようにつなぐということも、ルールを守り、よい修学旅

行で終わることができたことから達成できたと思います。 


